
1 
 

実 施 日： 2015 年 1 月 29 日（木）  

当社説明者：取締役 常務執行役員(経理部担当) 片山 雄一 

IR グループマネージャー 財津 陽一(司会) 

2015 年 3 月期 第 3 四半期決算 電話説明会 質疑応答 

 

 

 

 

 

以下は、決算電話説明会における主な質疑応答を取りまとめたものです。 

 

Q1)  「アナと雪の女王」のイベントが好調だと思うが、足元の入園者数動向について教えてほし

い。また、集客の傾向に変化が生じたのかについても教えてほしい。 

A1)  「アナと雪の女王」の効果は、10 月発表予想にある程度織り込んでいたが、現在はそれを上

回って推移している。ただし、イベントが始まってまだ間もないということや雪の影響なども考

えられるため、現時点で最終的にどの程度の影響があるのかは言及できない。  

 

Q2)  今期のゲストプロフィールの変化があれば教えてほしい。 

A2)  前期は周年であったため地方からのゲストが多かったことから、今期は地方ゲストの割合が

減少し、首都圏、海外ゲストが増加している。なお、訪日外国人の増加により、海外ゲストは

増加しているものの全体に占める割合は数％と少ないため、全体への影響は軽微である。 

 

Q3)  第 3 四半期（10～12 月）のテーマパーク事業の営業利益が売上に対して少ないように見え

る。コストが増加していると思うが、第 4 四半期（1～3 月）やそれ以降もさらに悪化するような

要因は考えられるか。 

A3)  第 3 四半期については、為替の影響で商品原価率・飲食原価率が悪化した。今後について

も、為替の影響によるコスト増の可能性はあると考えている。 

 

Q4)  今後のコスト削減についての見通しについて教えてほしい。 

A4)  コストについては毎期継続して見直しを行っている。ゲストの体験価値に影響を及ぼさない

範囲で引き続きコストをコントロールしていく。 

 

Q5)  ホテル事業のその他の売上が前年同期より減少しているのは、ブライトンホテルが原因であ

ると考えている。訪日外国人の増加から京都ブライトン等が好調だと見ていたが、この理由

についてどう考えればよいか。 

A5)  京都ブライトンについては、訪日外国人の増加に伴い稼働率は順調に推移しているが、新

浦安地区のホテルについては、東京ディズニーリゾート 30 周年の翌年のため前年同期に比

べて稼働率が減少している。 
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Q6)  今回発表の料金改定で、平均の改定率はいくらになるのか。 

A6)  単純平均で 12.2％の増加である。これは、あくまで表面上の計算であり、実際の効果はもう

少し低い水準になると考えている。 

 

Q7)  来期は料金改定の平均分が単純に増加に寄与するわけではないという説明があったが、そ

の理由はなにか。 

A7)  チケット単価の増加額についてはチケットごとの販売割合などによって算出されるため単純

計算で導き出せるものではないことから、そのまま単価増に寄与するわけではない。なお、

料金改定後１年間は旧料金のチケットが着券するため、料金改定の効果が完全に出てくる

のは１年後以降となると考えている。 

来期については、300 円台前半のチケット単価の増加になると見込んでいる。 

 

Q8)  チケット料金改定について、過去から比べて改定幅が大きくなっている。改定幅を決定する

基準を教えてほしい。 

A8)  料金の改定幅については、投資を行うことで上がったパークの価値に見合う改定幅を、価

格感度調査などの各種調査の結果や経済環境なども見ながら社内で検討し決定している。 

 

Q9)  今後も引き続き料金改定があると考えているが、その上限について今後よりどころとなるよう

な比較対象があれば教えてほしい。 

A9)  テーマパークの価値を上げていくことで、それに見合う料金設定をするという考えであるた

め、テーマパークの価値が上がったと判断した段階で料金改定を実施していくことになる。こ

のため、特に決まった上限や比較対象を示すことはいたしかねる。 

 

 

以上 


